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接着強度・耐久性向上と接着剤の選定およびトラブル防止

このセミナーに参加申込する

～接着トラブルの解決法、最適接着剤・表面処理法の選定法、環境耐久性・疲労試験方

法～

■ 概要

・大きな接着強度を発現させ、維持するためのセミナー

・接着の基礎から接着接合部に関するトラブルの原因と対策を学び、信頼性の高い製品

開発に活かそう！

■ タグ

機械 自動車・輸送機 精密加工・組み立て 接着・溶着

■ 日時

２０１３年  ２月 １２日（火）１０：３０～１７：３０

■ 受講対象者

・接着を応用した製品の研究、開発、設計、製作、および品質管理を担当する方

（機械、電機、自動車、自動車、住宅設備ほか関連企業の方）

■ 予備知識

・特に必要ありません

■ 修得知識

・最適接着剤および表面処理法の選定法

・最適継手形式の選択方法および接着方法

・最適接着剤・継手形式選択のための加速寿命試験法としての環境耐久性試験法およ

び疲労試験方法

・接着トラブル解決のための基礎知識

■ 講師の言葉

 講義の内、プログラムの１～４項および９項は化学的・または物理化学的事項、５～７項

および１０項は力学的事項、８項は安全率と故障確率についての信頼性工学に関する事
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サイトマップ

項ですが、大きな接着強度を発現させ、評価、および維持するためには、いずれの事項の

知識も必要とされます。

 本講では、上記の各項目に関するキーポイントを分かりやすく解説します。

また、接着接合部に関するトラブルの実例を挙げ、その原因および対策を上記１～９項

の観点から解説し、耐久性の大きい接着接合部を得るために、より理解が深められるよう

にします。

■ プログラム

１． 接着力発現の原理

(1)． 化学的接着説

a． 原子・分子間引力発生のメカニズム

b． 接着剤の役割

(2)． 機械的接合説

(3)． 接着仕事

(4)． シーリング材の接着力発現の原理と役割

(5)． 粘着剤の接着力発現の原理と役割

２． 各被着材に適した接着剤の選定法

(1)． Zismanの臨界表面張力

(2)． 溶解度パラメーター

(3)． 被着材と接着剤との相互の物理的・化学的影響を考慮

３． 接着剤の種類，特徴，および最適接着剤の選定法

(1)． 各接着剤の種類

a． 耐熱航空機構造用接着剤

b． エポキシ系接着剤（液状）

c． ポリウレタン系接着剤

d． アクリル系接着剤（ＳＧＡ）

e． 耐熱性接着剤

f． 吸油性接着剤〕

(2)． 接着剤の耐薬品性および耐候性について

(3)． 各種接着剤のせん断およびはく離接着強度特性

(4)． 短時間接着剤の種類と用途

(5)． 選定のための接着剤性能表

(6)． 各種被着材に適した接着剤の選び方

(7)． 各種シーリング材の性能および用途

４． 被着材に対する最適表面処理法の選定法

(1)． 金属の表面処理法

a． 炭素鋼

b． ステンレス鋼

c． アルミニウム

d． 銅およびニッケル箔の表面処理状態とはく離エネルギーとの関係

e． 化学的粗面化（ケミブラスト）

(2)． プラスチックの表面処理法

a． 洗浄および粗面化

b． プラズマ処理

c． 各種表面処理方法

d． プライマー処理

５． 接着継手形式および負荷外力の種類

(1)． 接着接合の長所と短所

(2)． 各種接着継手形式

(3)． 接着部加わる外力の種類

６． 各継手の応力分布および強度

(1)． 重ね合せ継手

a． 応力解析結果（解析解およびFEM）

b． エネルギーバランス式

c． SUS被着材のせん断破壊荷重の検討

d． Al被着剤のせん断破壊荷重に関する実験および弾塑性FEM解析による検討

e． バルク接着剤の容積と引張強度および接着層厚さと接着強度との関係

(2)． スカーフ接着継手およびバット接着継手の応力分布および強度解析

a． 引張り荷重が負荷されるスカーフおよびバット継手の応力解析

b． スカーフおよびバット継手の引張り接着強度とスカーフ角度および接着層厚さと

の関係

(3)． はく離応力の解析

a． 可撓性被着材のはく離による応力分布

b． はく離角度による応力分布の変化

c． 線形弾性エネルギーバランスによるせん断強度とはく離強度の統一的解析

(4)． スポット溶接－接着併用継手の応力解析結果

７． 最適接合部の選択
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(1)． 強い接着接合部を設計するための一般的留意事項

(2)． 接着接合部の選択

a． 板の接合構造

b． ハット形補強材の接合構造

c． はく離力への対応策

d． 管および棒の接着接合部の設計例〕

８． 接着接合部の故障確率と安全率との関係および経時的劣化による故障発生のメカニ

ズム

(1)． 正規分布について

(2)． 設計応力（ストレス）が一定値の場合の安全率

(3)． 設計応力（ストレス）が分布する場合の安全率と故障確率 a． 安全率と故障

確率との関係

b． 安全率の計算例

(4)．経時的劣化による故障発生のメカニズム

９． 接着接合部の湿潤－応力負荷条件下の環境耐久性

(1)． 加速係数

(2)． 接着接合部劣化の３大要因

a． 接着界面へ水分が浸入することによる劣化の促進

b． 温度による物理的および化学的劣化の加速

c． 応力による物理的および化学的劣化の加速

(3)． アレニウスモデル（温度条件）による耐久性加速試験および寿命推定法

(4)．アイリングモデル（応力条件）による耐久性加速試験・寿命推定法および加湿によ

る加速試験法

(5)．湿潤および応力負荷条件下の耐久性評価法

a． Sustained Load Test
b． くさび破壊法

(6)．金属／接着剤界面の耐水安定性についての熱力学的検討

１０． 接着接合部の疲労試験方法および疲労試験結果

(1)． アイリング理論から誘導されるＳ－Ｎ曲線

(2)． マイナー則（線形損傷則）

(3)． 接着継手の疲労試験結果

(4)． スポット溶接－接着併用継手の疲労試験結果

(5)． リベット－接着併用継手の疲労試験結果

１１． 接着トラブルの原因別分類と対策

(1)． 原因別分類とその対策

(2)． 各種トラブル事例

１２． 質疑応答

講師の３８年間にわたる構造接着研究の経験を基に、ご質問に回答します

■ キーワード

接着 接合部 被着材 表面処理法 継手 応力分布 設計応力 環境耐久性 寿命推定

加速試験 疲労試験

■ 受講料 (税込)

１名：４７，２５０円

同時複数申込の場合１名：４２，０００円

■ 会場

日本テクノセンター研修室

住所: 東京都新宿区西新宿二丁目7-1 小田急第一生命ビル 22階

- JR「新宿駅」西口から徒歩10分

- 東京メトロ丸ノ内線「西新宿駅」から徒歩8分

- 都営大江戸線「都庁前駅」から徒歩5分

電話番号 : 03-5322-5888

FAX : 03-5322-5666
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